
資料５

情報化施工に関連した話題提供

ー 電子基準点のGNSS対応 及び
電子国土W b等を利用した「見える化電子国土Web等を利用した「見える化」 ー

内容内容
１）平成25年5月10日から全国の電子基準点のGNSSデータを提供開始
２）国土地理院の電子国土Web等を用いて、工事図面等を地図上で

「見える化」する方法のご紹介（“マップアップリンク”）

国土交通省 国土地理院

測地観測センタ測地観測センター
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１） 電子基準点のGNSSデータ提供（H25年5月）
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GNSSデータ提供の意義

１） 利用者ニーズへの対応

２） 提供時期の前倒し

– 当初計画 H31年～

– 震災後 H26年～

– 実際

• H24年7月 東北

• H25年4月 東日本

• H25年5月 全国

３） 民間事業者と連携

– GNSSリアルタイム
データ配信＋HPで
測量用データ提供（地理院）

ネ– ネットワーク型RTK-GNSSの
全国サービスをH25年5月に開始（事業者）
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利用者ニーズの事例

H22年6月 「電子基準点を利用したリアルタイム測位推進協• H22年6月 「電子基準点を利用したリアルタイム測位推進協
議会」※より、国土地理院長に要望書提出

等※企業41社（測量会社、メーカー等）、
学校・公的機関25、事務局：測量協会

• 協議会との意見交換を継続

年 電 基準点を利 た 実証実験→ H23～24年 電子基準点を利用したGNSS実証実験
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情報化施工推進戦略での例示

• 国土交通省情報化施工推進会議、「情報化施工推進戦略」、
平成25年3月29日
– ②新たに普及を推進する技術・工種の拡大に関する重点
目標で、活用が期待される技術として、ネットワーク型RTK
法を例示法を例示
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GNSS利用の効果

• 電子基準点間の基線解析の例

– 関東地方 10基線（10～30km）、同一機種間

– “GSILIBプロトタイプ”によるキネマティック解析

– 2013年7月21日00：00～12：00（UT）、30秒データ

標準偏差の平均（mm） 10基線 仰角15°標準偏差の平均（mm） 10基線 仰角15
GPS GPS+グロナス

東西 5 6 5 0東西 5.6 5.0
南北 7.4 5.0
上下 23.5 20.9

⇒ グロナス併用でキネマティック測位の精度は向上
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⇒ グロナス併用でキネマティック測位の精度は向上



電子基準点間のキネマティック解析の事例

つくば３（Trimble受信機）→三和（Trimble受信機）つくば３（Trimble受信機）→三和（Trimble受信機）
GPS

（標準偏差[mm] EW5.4,NS6.5,UD23.1）
GPS+グロナス

（標準偏差[mm] EW5.8,NS5.0,UD19.8）

衛星数（5～13） 衛星数（10～20）衛星数（5 13） 数
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衛星数の増加により、１日を通して測位解が安定する



マルチGNSS実証実験（VRS方式：仰角15度）

ジェノバ社資料
1⽇観測した場合の座標値の変動

ジェノバ社資料

GPS

GPS+GLONASS 高さが安定
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利用状況と今後の課題

• 業界誌は注目

– 5/13 日刊建設工業新聞 準天頂衛星データ提供

– 5/22 日刊建設工業新聞 GNSS拡大が追い風 など

• 配信事業者の状況 ←7/17に聞き取り調査

“お試し期間”を設定 追加料金なしでGPSとグロナスの補正情報を– お試し期間 を設定。追加料金なしでGPSとグロナスの補正情報を
当面提供（A、B社）

– 3分の1の利用者がグロナス登録。1割が実利用。6月から増加（A社）

– 受信機側の設定変更等が必要となり5月は伸びなかったが、最近で
は3割がグロナスを利用（B社）

• 現場の声• 現場の声

– 5/14 東北地方の現場でグロナス利用。GPSだけに比べFIXが早い

• 普及への課題（利用側を含む）

– 各メーカーの情報化施工システムでの利用促進

– レンタル用受信機の世代交代（異機種間のGNSS測位対応） など
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提案 ①各種の保有情報から必要項目を抽出し 位置座標付の標準形式とできるようにする

２） マップアップリンク（地図に載せてつなげる）

⇒保有する様々な情報を各種ソフト等で重ね合わせ地図表示
⇒ 通行規制や災害状況等の情報を他機関と共有

高度情報活用・業務の効率化
GISの活用・普及拡大

提案 ①各種の保有情報から必要項目を抽出し、位置座標付の標準形式とできるようにする
②各種ソフト等は、この標準形式が簡単に表示できるものとする

各種情報の位置座標付標準形式化

事故 災害情報 位置
災害
情報

共有情報

位置抽出

地図での情報共有・見える化

重ね合わせ表示 電子国土Web
標準形式

(KML,CSV,GML等)

防災対策施設情報

事故・災害情報

公共施設情報

位置 災害状況

施設概要

公開情報

位置
座標

位置

位置

位置
座標

位置

抽出
変換

防災対策施設情報 防災概要

災害状況等

・・・
背景地図

位置

他機関の同様な情報

位置
座標

位置
座標他機関の同様な情報他機関の同様な情報 位置

電子国土Webのほか
表示ビューア、汎用GIS
ソフト等でも地図上で
重ね合わせが可能

震度分布等 参 照

・・・

・路 線：123
・住所:○○県○○市○-○
・事務所：○○○○

地図を背景に情報表示

背景地図

利用目的に応じて地図を選択

位置
座標公開情報（気象・地震・人口等）公開情報（気象・地震・人口等）公開情報（地震・気象・人口等） 位置

各DB等で出力
（ツール等の活用）

・・・

そのまま

・管理平面図：123-45
・URL:http//△△.jp/123-45.pdf
・管理情報：

33
32

施設管理図
座 標

位 位置

施設等情報にある「住所」を位置座標に変換

32
他各種情報

住 所
置

変換
座標

必要に応じ、集約・分析し提供
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電子国土WEBによる情報共有・見える化

「ファイル操作」で手持ちの地理空間情
報を読み込み、重ね合わせ表示

チェックボックスによる
on/off表示

・国土地理院が配信する上載せ情報をon/offできます。

・手持ちの情報と併せて表示できるので、資料作成の効
率化や各種検討作業の高度化が期待できます。

デモ 11



国土地理院では 活用のための具体的なツ ルの開発も行なっております

従来資料の活用による情報共有・見える化イメージ

国土地理院では、活用のための具体的なツールの開発も行なっております。

従来資料の位置の見える化、重ね合わせにより、業務の効率化・高度化が図れます。

キロ 位 座標

座標変換関数事故・災害情報
行政相談

マップシート
キロ
ポスト

位置座標
設計図・測量成果

のKML変換

構造物等点検結果

計画・設計図(CAD)

測量成果

活用イメージ

測量成果

施設管理情報図事業実施箇所情報図 災害情報図

電子化された調書及び付図の一元管理による
業務の迅速化事業実施箇所の情報共有 災害による通行止めなどの情報共有
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設計図のＫＭＬ変換による「見える化」

• 3次元橋梁データと地図との重ね合わせ

– 橋梁の3次元CADデータ（DWG形式）をKML形式に変換橋梁の3次元CADデ タ（DWG形式）をKML形式に変換

• 資料提供：国土技術政策総合研究所情報基盤研究室
– DWGを autocad civil3DでKML（地図用）に変換Gを autocad c 3 で （地図用）に変換

– ①DWGをcivil3Dで開く、②保存形式にkmzを選択、③保存
し直すだけ。所用時間は約5分
位置座標はもともとDWGに入 ていたもの– 位置座標はもともとDWGに入っていたもの

– KMLは、電子国土WebやGoogle Earthに表示可能

電子国土の標準地図※をG l E thに貼り付け その上

デモ

• 電子国土の標準地図※をGoogle Earthに貼り付け、その上
に橋梁データを重ね合わせて3次元表示
※http://www gsi go jp/johofukyu/johofukyu40026 html※http://www.gsi.go.jp/johofukyu/johofukyu40026.html
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まとめ

１）電子基準点のGNSS対応１）電子基準点のGNSS対応

• ネットワーク型RTK-GNSSの利用環境が整う

２）マップアップリンク

• 地図、管理図面、CAD等、従来バラバラで利用

• 座標と関連づける形で整備すれば、簡便に、無償のツー
ルを用いて、地図とつなげて見ることができる

• 計画路線の俯瞰、住民説明用の資料作成が簡単に
⇒ 情報化施工での利用事例ではないが、

関連する技術としてご紹介 是非ご活用ください関連する技術としてご紹介。是非ご活用ください

• 地理院提供の電子国土関連ツール
電子国土ポ タル htt // t l b j j /• 電子国土ポータル http://portal.cyberjapan.jp/

• マップシート（帳票を地図上に見える化） 同上

• 公共測量成果検査支援ツール（DMデータ表示・変換）公共測量成果検査支援ツ ル（DMデ タ表示 変換）
http://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/public/sien/pindex.html
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